


































































識を探索できる（Hansen et al., 2005）。
しかし、それ以上に大切なのは、直接的な繋がりの背後にある間接的な繋がりである。直
接的なやりとりがなくても、その先で繋がっているメンバーのネットワークに必要な知識が


















































可能となり（Brass et al., 2004）、目的を達成するための活動の実践と、ノウハウのコード化
を伴う（Zander and Kogut, 1995）。安定的な実践ならびにコミュニケーションは知識創造を
促し（野中・竹内 , 1996）、ノウハウのコード化は移転を促す（Williams, 2007）。一方、イン
フォーマルな繋がりは、安定性は期待できないかもしれないが、メンバー間で本音のコミュ
ニケーションを行うことで価値観の共有ができ（Morrison, 2002）、知識の創造（野中・竹内，




































一線を画した教育サービスを提供している。2010 年 3 月時点で、本部の社員 3,478 人と、フ































導者、局員を含め 27 名（44 時間）、フィールド調査は、東京、神奈川、熊本への教室見学、
体験説明会も含めて 8 回（11 時間）、指導者研究大会、障害者研究大会などのイベント、指


































































































 （熊本地区 Y 先生）
この掲示板を通して、佐賀や鹿児島、広島、福島、北海道など、直接交流のない多くの地
域の指導者からも T 先生や Y 先生に問い合わせが寄せられた。次々とアドバイスが行われ、


























































































































































ワークである（図 2 の連携 a）。弱い紐帯、密度の低いネットワークは効率的な知識移転を促























では、この連携 b ならびに c のプロセスで発生するリレーショナルコスト、ディスタンス
コストはどのように解消されたのであろうか。一つは、ネットワークを超えて、遠方まで知
識の伝達を行った、池袋 T 先生たちによるバウンダリースパニング行動（Ancona and 
Caldwell, 1992）によるものだと考えられる。T 先生たちはメールや手紙で問い合わせに応え
ることもできたが、安易にそのような方法をとらず、コンテクストの異なる遠方の相手に対






























































































（2） KUMON ウェブサイトより http://www.kumon.ne.jp/kigyo/group/index.html。なお、KUMON の学習
者のカウント方法は、生徒人数ではなく、受講されている教科の総数をカウントしている。
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